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平城京の発掘調査

1996年度に平城宮跡発掘調査部がおこなった発掘調

は、平城宮跡6件、平城京跡、17件、京内寺院 ・その他3

件であった。この26件の調査のうち、 学術発掘および史

跡盤備にともなうものは 7件8570m'、住宅建設などにと

もなう緊急調査は19件4562m%で、あった。部長 ・写真専門

員をのぞく調査部員は23人であり、平均すると、 一人あ

たりl.13件 ・575m2の発掘を担当したことになる。

おもな調査は以下のとおりである。平城宮跡では、東

区朝堂院南門東築地(第267次)、東院西辺部(第270

次)、東院国池(第271・276次)、式部省東方官街(第273

次)と、調査が宮の東南部に集中した。第267次調査で

は、束区朝堂院南限を区画する塀:・門の改築の状況をほ

ぼ解明した。第270次調査では、奈良時代末期に内装正殿

につ?大規模な建物が存在したことなど、 字奈多理神社

西方地区の様相をあきらかにした。第271・276次調査で

は、東院国j也および東面・南面大垣の詳細を把握するこ

とができ、進行中の整備事業に賞重な知見を提供した。

第273次調査では、調査部が継続的におこなって主た式部

省東方官街の調査をほぼ終了し、 この地区の官街の建物



配置や性格の変遷を解明することとなった。

不域では、宮北方の市庭古墳周辺の調査が比較的多か

った。第269-1・13次調査では、海龍王寺周辺の変則的な

粂坊配置があきらかになった。また、長屋王l_¥lS(第269-

4次)、東一坊坊間路(第269-5次)に関しでも新たな知

λを得ることができた。 さらに、多量の緑~Ih瓦と公的も

しくは宮的な色彩の強L、建物群を検出した左京二条二坊

十一坪の調査(第279次)も特筆すべきものである。外京

域 ・京外ては、大乗院の調査(第275・278次) と頭併の

調査 (第277次)をおこなった。前者では、大釆院庭闘お

よび御所北辺の中世末~近代の状況をあきらかにした。

とくに第275次調査では、日本ナショナノレトラストによる

大乗院庭園整備 (57頁参照)に基礎資料を提供できた。

後者てのは、下層 ・上層頭搭の構造と変遷を詳細に把握て

きた。また、心柱礎石やその抜取穴から差し銭を発見す

るなど、重要な資料を得た。さらに、古墳時代後期の繊

{式石室や江戸期の基がみつかり、多方而にわたる新情

報を提供した。以上の調査成果の詳細については、年報

IIIを参照されたし、。なお、発掘調査にともなう現地説明

会は、以下の日時に開催した。 (加藤真二)

6月8Ii 平以宮第267次(京区制堂院前而築地)古尾谷知市

月24R J ll~成宮第270次(点院)孝行崎和久、汗rn'q:之

12月7n 平減符第273次(式部省東方官筒)平滞毅
3月8日 平滅宮第279次(左京二糸二fJj-Pf)弁_I'.手11人
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